
《サステナブルによる地域観光戦略体制を考える》
〇ひがし北海道観光におけるサステナブル コロナ後その優位性
〇ひがし北海道内各地におけるサステナブルに向けた動き
〇ひがし北海道として戦略設計に生かすためのＤＭＯマネジメント
〇市場への効果的発信=共鳴共感による誘客へ 並行して本来の基盤整備

➡①基調講演 『コロナ後のひがし北海道サステナブル』 山田桂一郎
世界の事例/地域の在り方/DMOマネジメント/発信

②ひがし北海道各地域の現況とDMOの方向性 野竹鉄蔵
各地の活動/地域Movementからひがし北海道のアドバンテージへ

③ひがし北海道サステイナブル 戦略の方向性と発信 能登重好
フィンランド事例も踏まえ具体的展開と可能性へ

④地域・DMO・市場 各課題の整理とまとめ
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【Beyond COVID-19 toward 2030】

ひがし北海道SUSTAINABLE
12月7日(水) 13：00～16：00 阿寒湖 鶴雅ウイングス



今回のシンポジウム
基調講演を受けて
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今回のシンポジウム
サステナブル関係文言

定義づけ
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「持続可能な観光」の定義

UNWTO

現在および将来の経済、社会、環境への
影響を充分に考慮し、
旅行者、業界、環境、

受入コミュニティーのニーズに
対応する観光

※UNWTO：国連世界観光機関



Global Sustainable 
Tourism Council

国連の機関や公共、民間、NGOの各セクターなど
観光に関わる150以上の団体が参画している。

「持続可能な観光の推進」と、
「持続可能な観光の国際基準を作る」

ことを目的に、
2007年に発足した国際非営利団体



２０１５年国連サミットにて採択された国際目標
地球を持続可能なものにするために世界が抱える「環境」や「社会」、「経済」に

関する課題の解決を目指し、17の目標と169のターゲット



7環境省脱炭素ポータルhpより

カーボンニュートラルとは
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２０１５年パリ協定に基づき地球温暖化に向け世界共通の長期目標

世界的な平均気温上昇を工業化以前に比べて
十分低く保つとともに１．５℃に抑える努力を追求すること《２℃目標》

北海道をはじめ、国、地方自治体、企業、国民が一体で取り組まなければならない



そしてサステナブル

➢サステナブル Sustainable 持続可能な

➢サステナビリティ Sustainability 持続可能性
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このシンポジウムのテーマ

➢サステナブル Sustainable 持続可能な

➢サステナビリティ Sustainability 持続可能性

➢当シンポ = 《持続可能な》様々な模索

コロナ明けの今、重要なこのテーマに基づき

ひがし北海道各地のサステナブルな動きを共有し

域内での役割分担、連携を模索することで

《観光における》

市場発信への優位性地域内での体制化との循環を模索

DMOとしてのマーケティング・マネジメント戦略から地域経済への可能性
10

概念のお勉強会ではない!



ひがし北海道サステナブル各地の動きと問題提起

◆ひがし北海道元来の持続的地域づくりの経緯
・阿寒湖：100年前からのSDGｓ前田一歩園による保全と一体の活動

・知床斜里：44年より行われた《ナショナルトラスト》 100㎡運動

◆ひがし北海道DMO活動におけるサステナブル コロナ禍の動きから

◆行政政策
・2022 ゼロカーボンと持続可能な地域と観光に関する北海道宣言

◆まちづくりの基盤整備
・てしかがえこまち推進協議会/阿寒まりも倶楽部(現阿寒観光協会まちづくり推進機構)

◆今後へ向けた新しいスタイル
・国立公園施策=阿寒摩周/釧路湿原ゼロカーボンパーク宣言と各施策

・流氷問題：流氷トラスト運動ゼロカーボン流氷サステーナブル今後 他

・他地域鶴居鹿追斜里

・SHIRETOKO SASTAINABLE (自然/農漁業/ブランディング)から各種活動(クマ活)へ

《問題提起》

・北海道のどこにでもある風景

・ひがし北海道サステナブル その可能性



ひがし北海道サステナブル
各地の動き①
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ひがし北海道元来の
持続的地域づくりの経緯
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
阿寒湖１００年前からのSDGs前田一歩園による保全

前田一歩園の由来
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
阿寒湖１００年前からのSDGs前田一歩園による保全



15

ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
阿寒湖１００年前からのSDGs前田一歩園による保全
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
阿寒湖１００年前からのSDGs前田一歩園による保全
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
阿寒湖１００年前からのSDGs前田一歩園による保全

光の森
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
阿寒湖１００年前からのSDGs前田一歩園による保全
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知床１００メートル

ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
しれとこ１００平方メートル運動(44年前からのナショナルトラスト)
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
しれとこ１００平方メートル運動(44年前からのナショナルトラスト)
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ひがし北海道元来からの持続的地域づくりの経緯
しれとこ１００平方メートル運動(44年前からのナショナルトラスト)



ひがし北海道サステナブル
各地の動き②
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コロナ禍で
ひがし北海道DMOとしてできたこと



23

コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと
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コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと



コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと



｢ひがし北海道 新･観光スタイル｣ー自然に寄り添う各地域からのメッセージ

[斜里・ウトロ] ①知床ヒグマえさやり禁止キャンペーン／②知床ゴミ拾いプロジェクト／③e-bikeでいく知床のお誘い

[摩周・屈斜路] ①アイヌ民族の伝統儀式／②釧路川源流部の「鏡の間」／③「摩周・屈斜路雲海ツアー」

[帯広・十勝] ①農場ピクニック／②公共牧場・ナイタイ高原へ／③神秘的な湖・オンネトー

[釧路] ①「釧路湿原」を展望台から眺める／②釧路市丹頂鶴自然公園／③つるいまちなかサイクリング

[阿寒湖] ①カムイへの祈り「カムイコオリパク」／②泥火山「ボッケ」／③ノルディック・ウォーク

[中標津] ①北根室ランチウェイ／②養老牛温泉／③ゲストハウスの「朝の牧場散策ツアー」

[北見] ①農泊プロジェクト／②「サロマ湖」で水上アクティビティ／③丘と畑の早朝ウォーク

[別海] ①荒廃的な風景「トドワラ」／②打瀬舟の北海シマエビ漁／③走古丹原生花園

[層雲峡] ①紅葉谷植樹プロジェクト／②高山植物の群落地標高1984ｍの黒岳へ／③「柱状節理」が楽しめる大函

[網走] ①網走湖や網走川でカヤック体験／②天都山の美しい自然環境を守る／③網走の観光ガーデン

[新得・サホロ] ①

[鹿追] ①

[紋別] ①

コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと



｢ひがし北海道 新･観光スタイル｣ーBeyond COVID-19における各地域の取り組み

[斜里・ウトロ] ①知床トコさん」のピクトグラムを作成／②海上でも感染予防対策／③「北こぶし」の営業スタイル

[摩周・屈斜路] ①3つのキャンプ場がリニューアル／②川湯温泉の取り組み／③「弟子屈ラーメン総本店」のテイクアウト

[帯広・十勝] ①ドライブスルー八百屋／②スノーピーク十勝ポロシリキャンプフィールド／③脱・3密！「北の屋台」

[釧路] ①「釧路川カヌーツーリング」のコロナ対策／②「炉ばた焼き」のコロナ対策／

③「釧路観光クルーズ船」も安心して楽しめます／④鶴居村の林道を活用したガイドマップ制作中

[阿寒湖] ①阿寒湖温泉オリジナルアイヌ文様マスク／②「あかん遊久の里鶴雅」で新スタイルの食事を提供

[中標津] ①広大な牧草地が広がる開陽台／②宅配・テイクアウト／③タクシーイーツ

[北見] ①「北の大地の水族館」のオンライン水族館／②みらい飯／③「ところ遺跡の森」のデジタルミュージアム

[別海] ①ネイチャーツアーでソーシャルディスタンス／②別海町観光船／③道の駅「おだいとう」での対策

[層雲峡] ①層雲峡スタイル安心宣言／②登山 新型コロナウィルス注意マップ／③大雪 森のガーデン「森のリビング」

[網走] ①さぁ、網走へ行こうキャンペーン／②「博物館 網走監獄」のコロナ対策／③オホーツク流氷館／

④北海道立北方民族博物館

[新得・サホロ] ①

[鹿追] ①

[紋別] ①

コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと



[斜里ウトロ] ヒグマの市街地侵入や人慣れを防げ！「クマ活」

[阿寒湖] コロナ収束を願う「阿寒湖 カムイへの祈り〜カムイコオリパク」

[大空] 「メルヘンの丘。ここはソーシャル・ディスタンスの風景の象徴」

[大空] 芝桜 来年こそ見てほしい

[鶴居] 「ファームランド・鶴居村」

コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと



《ひがし北海道Sustainable》の基盤整備

●サステイナブルツーリズムを戦略的に利用
・国内国外を問わずひがし北海道独自メッセージを発信し続ける

・サステイナブルデスティネーションとしての認知度、イメージをさらにUP

・人員に囚われない質の高い(経済効果/Responsible)旅行者獲得できる観光地域に

・観光事業者にサステナブルツーリズムによるビジネス拡大機会共有

・各自治体毎のサステナブルツーリズムの認証取得など発展の起点に

⇒21年度事業で基盤整備/ガイドライン設計 22年度具体的事業

ひがし北海道
サステナブル

すでに対応できているコンテンツの再発見

新たな挑戦への共有(認証制度)

旅行者からの共感獲得とマーケティング

【Beyond COVID-19 toward 2030】へのチャレンジ



デスティネーション

Marketing＆
management

市場調査の徹底

から戦略・商品

ＤＸ旅マエ

CRM

旅広場

人財育成

観光寺子屋

ＤＸ旅ナカ

【Beyond Covid-19 toward 2030】
ひがし北海道自然美への道DMO

ひがし北海道サステナブル

広域DMO
北海道観光振興機構連携

北海道空港民営化
北海道エアポート㈱

産学連携
北海道大学連携協定

地域内行政
との合意形成



具体的ロードマップ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ミーティング 【実験】
帯広、釧路、網走、斜里
弟子屈、阿寒湖、

• サステナブルツーリズムの
取り組みについてコンセンサスを得る。

• 視察とヒアリングによるすでにあるコン
テンツ情報の収集

➡基盤整備の方向性報告

ミーティング
帯広、釧路、網走、斜里
弟子屈、阿寒湖、

ミーティング番外編
観光寺子屋、

・共有コンセンサスからすでにあ
るコンテンツ情報の収集へ
・マーケティングの進め方を検討

各地の事業者や協会、自治体などとタウンミーティングを実施し、地域におけるサステナブルツーリズム
進捗共有をしたり、展開がやや遅れている地域には紹介や啓蒙などをその場を活用し重ねてゆく。
それぞれエリアの方向性とひがし北海道DMOのメッセージの方向性などをすりあわせてゆく。

プロモーションマテリアル、レポートの作成

ひがし北海道Sustainable

ひがし北海道Sustainable
具体的マーケティング開始へ



ひがし北海道サステナブル
各地の動き③
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行政政策
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ゼロカーボンと持続可能な地域と観光シンポジウム

10月29日於阿寒湖
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ゼロカーボンと持続可能な地域と観光シンポジウム
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ゼロカーボンと持続可能な地域と観光に関する宣言

Ｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋ
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①コロナ後のリセット ➡文化体験/多様ニーズ＝ 高付加価値化

②持続可能な地域づくり➡自然と調和したアイヌ文化・循環社会へ

③在住外国人➡ホスト・ゲスト両面での共生を目指した環境づくり



ひがし北海道サステナブル
各地の動き④
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持続可能な観光地域づくり



観光カリスマ
山田桂一郎さん

弟子屈町の「宝」はなんですか？いい町ってどんな町？

観光を機軸とし、
まちづくりを
考える

包括的な仕組み

住民が主体的に
活動できる
新たな

「公の組織」
さまざまな
産業の方が
関われる場

自分のまちに
誇りを持てる
活動がしたい

２００８年 てしかがえこまち推進協議会が発足

発足の背景

平成20年に発足したまちづくり団体、その経緯は・・・

持続可能な観光地域づくり
てしかがえこまち推進協議会



活動のビジョン

観光を基軸としたまちづくり

住民主体、行政参加型の協議会

8つの専門部会の事業+全体で取り組む事業

持続可能＋地域内循環を大切にした観光地域づくりの実践

「誰もが自慢し、誰もが誇れるまち」

会長は町長、主体は住民、行政は活動をサポート

てしかがえこまち推進協議会の概要

持続可能なまちづくり
てしかがえこまち推進協議会



主な活動

総会、役員会

合同専門部会の開催

えこまち全体での活動

てしかが観光塾の開催

各種会議への参加

エコツーリズム推進全体構想
の運営

-8つの専門部会-

エコツーリズム
推進部会

各専門部会の活動

女性部会

食文化部会

情報部会

ユニバーサル
デザイン部会

人財育成部会

アート部会

温泉街部会

認定ガイドエコツアーの開発

持続可能なまちづくり
てしかがえこまち推進協議会



エコツーリズムとは

「地域ならではの資源」を、地域振興や環境保全に活かしていく観光のありかた

「エコツーリズム」を実践する体験プログラムが「エコツアー」

エコツーリズム推進全体構想とは

「エコツーリズムを推進していくために定める地域の指針」が全体構想

指針を策定し、国の認定を受けると「全体構想認定地域」に

てしかがえこまち推進協議会が主体となり、
「てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想」を策定。
2016年11月、北海道で初めての全体構想認定地域になりました。

協議会全体での取り組み②
エコツーリズム推進全体構想の策定

てしかがえこまち推進協議会

持続可能なまちづくり
てしかがえこまち推進協議会



2

2020年、認定ガイドによるアトサヌプリトレッキングツアーの販売が開始された

協議会全体での取り組み②
全国初の「立入制限」と、認定ガイドによるエコツアーの実施

てしかがえこまち推進協議会

アトサヌプリトレッキングツアーの開発

硫黄山（アトサヌプリ）を、立入制限区域に指定
（特定自然観光資源の噴気孔を守るため、エコツーリズム推進法に基づく制限を行った）

制限区域に立入ることのできる認定ガイド制度を創設
（規定の条件をクリアした者が、てしかがえこまち推進協議会によって認定される）

ツアー参加費の一部を自然保護に充当する仕組みを整備
（ツアーは地域DMOの摩周湖観光協会が主催）

▲登山道入り口の立入禁止看板
（無断で立ち入りした者には、

エコツーリズム推進法第19条に基づき
30万円以下の罰金が課される旨の周知）

持続可能なまちづくり
てしかがえこまち推進協議会

協議会の動き➡高付加価値コンテンツの整備、環境省各事業に直結



まりも倶楽部

43

持続可能な観光地域づくり
阿寒観光協会まりも倶楽部

人と人をつなぎ、「故郷」をつくる。
井戸端会議から始まるまちづくり



《Welcome  阿寒湖一年生》

対象：

阿寒湖に新しく移住、転入される観光就業者

特にホテル観光関係に就労する外国人従業員

内容：

①観光協会に登録し証明書とスタンプラリー権取得

②mapやクーポン券を生かして体験し、まちの資源を認識

③住民や関係者とのやり取りから地域を知り、学ぶ

④よそ者としての体験をSNSなどで発信も期待

⑤オンオフ問わずホストとしての意識をもつ

⑥次年度バッチ携帯に発展➡コロナ明け外国人対応にも… 44

持続可能な観光地域づくり
阿寒観光協会まりも倶楽部
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持続可能な観光地域づくり
阿寒観光協会まりも倶楽部
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持続可能な観光地域づくり
阿寒観光協会まりも倶楽部
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持続可能な観光地域づくり
阿寒観光協会まりも倶楽部
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持続可能な観光地域づくり
阿寒観光協会まりも倶楽部



ひがし北海道サステナブル
各地の動き⑤

49

行政施策とも絡んだ
ダイナミックな動き



現在ひがし北海道各地での
観光関連サステナブル展開一部事例

・阿寒摩周/釧路湿原国立公園施策
=満喫プロジェクトゼロカーボンパーク宣言と各施策による動き

・流氷を守ろう各種施策
=流氷トラスト運動 網走市流氷サステーナブルそして今後

・その他各地域 鶴居鹿追 斜里

・SHIRETOKO SUSTAINABLE 
(自然/農漁業/ブランディング)から各種活動(クマ活)へ

※最後に網走感動の径から考える北海道風景の持続性

50



阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト
ステップアッププログラム2025の進捗状況

各団体の主な取り組み

■BA-6 アドベンチャートラベル推進
令和3年9月20日（月）～24（金）※阿寒DMO等～オンライン参加
【 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾄﾗﾍﾞﾙ･ﾜｰﾙﾄﾞｻﾐｯﾄ(ATWS)2021北海道 】バーチャル開催
（北海道運輸局、北海道経済産業局、北海道）
・ATツアー磨き上げ（北海道運輸局、北海道）・ガイド研修（北海道）
・AT事業者広域連携・販路拡大支援、AT旅行会社（北海道運輸局）

■KU-2
屈斜路カルデラ外輪山トレイル
（美幌峠・津別峠・藻琴山）

・コース整備、モニターツアー実施

(美幌地区3町広域観光協議会)

■AK-2、AK-3、AK-7
阿寒湖温泉
・ロストカムイ、カムイルミナ実施
・アイヌアートギャラリー本格オープン
（2021年6月）
・チュウルイ島ツアー実施
（2021年10月から）
・E-BIKE～旅行商品の開発
（阿寒観光協会まちづくり推進機構）

■カムイルミナ
生態系影響調査実施（環境省）

■AK-8
阿寒湖まりむ館（観光案内所）

・外国語対応スタッフ配置（釧路市）

■ON-1 オンネトー
・新休憩舎【 UPIオンネトー 】

2022年6月オープン（足寄町）

■MA-1裏摩周園地
2021年7月
裏摩周
展望台リニューアル（環境省)

■KA-5 摩周・屈斜路トレイル
・新規ルート検証、トレイル道標設置（弟子屈町）

■KA-6 持続可能な観光地域づくり
・観光振興計画策定
・日本「持続可能な観光」地域協議会への参画
（弟子屈町）

■KA-7 川湯温泉川の魅力向上
・遊歩道の延長・整備
・川床清掃、ライトアップ、環境改善
（弟子屈町、川湯地域運営協会）

■KA-7 川湯の森ナイトミュージアム
・硫黄山ライトアップ、図鑑の森、森のマルシェ開催
（環境省、摩周湖観光協会）

■KA-1
川湯温泉街DIY
（摩周湖観光協会）

■AK-5滝口自然探勝路
・2022年6月
全区間開通
（環境省）

■BA-4 阿寒摩周国立公園インナーブランディングの推進
・「自然の郷ものがたり」第2号発行

～旧阿寒町、弟子屈町の全戸に配布（環境省）

■KA-1 川湯温泉街（廃屋撤去）
・2棟目(川湯プリンス)

2022年3月～撤去完了
・3棟目(御園ホテル)

2022年4月弟子屈町取得
今後撤去予定

・4棟目（川湯グランドホテル）
2022年2月弟子屈町取得
今後撤去予定

(川湯プリンス) （御園ホテル）（川湯グランド）

（環境省、弟子屈町）

■BA-6 アドベンチャートラベルの推進
・道東のAT向け自然ガイドブック
「Wild Hokkaido」発行（環境省）

■MA-3 裏摩周-神の子池
トレイル、プログラム開発

・ルート調査、看板整備 他
(きよさと観光協会、清里町)

■MA-5摩周湖外輪山
・西別岳登山道再整備設計完了
（環境省）

■KA-4（弟子屈町振興公社）

官民連携による誘客促進
※REVIC連携協定事業
・2022年7月
「摩周湖カムイテラス」オープン

■KA-3 町民駐車場無料解放
・2022年9月から2025年まで
摩周湖・硫黄山（自然公園財団)

■AK-4 阿寒湖畔EMC
・2022年1月展示改修完了（環境省）

■KU-1（弟子屈町）

屈斜路湖の新たな利活用
・屈斜路湖、釧路川源流域
利用実態調査実施

■KA-2
川湯EMCインバウンド対応強化
2022年4月ビジターセンターに
名称変更（環境省）

■NP-3 脱炭素化

・ゼロカーボンパーク登録
主な国立公園利用施設において2025年
までにRE100の実現を目指す
（環境省、釧路市、弟子屈町、美幌町、
足寄町）

■BA-3 ３空港を繋ぐトレイル推進
・非動力ATツアー対応に向けたガイド
ライン作成・セミナー開催（運輸局）

■KU-1
屈斜路湖
動力船規制
2021年10月開始（環境省）

阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト



アイヌ文化のブランド化に向けた新たな取組み

日本の国立公園内では初開催となる
ナイトウォークが体験できるプログラムの開発

アイヌのユーカラ（叙事詩）をベースに、夜の森を舞台としてアイヌ文化を体感できるアクティビティにデ
ジタルアート技術を採用し開発。新たな滞在型コンテンツの創出により、総体的な入込客数の増加が図
られた。

© Moment Factory

阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト



ナイトタイムを活用した新たなイベント来場者数

●川湯の森ナイトミュージアム 来場者数 ※2020年は未計測●カムイルミナ 来場者数 ※2020年は中止

2019年 2021年 2022年

来場者 34,160
人

17,421
人

24,337
人

開催日数 131日間 136日間 151日間

1日当たり
来場者数

260.8人 122.6人 156.6人

2020年 2022年

来場者 1,124人 668人

計測日数 9日間 6日間

1日当たり
来場者数

124.8人 111.3人

施設利用状況および
ナイトタイムを活用した新たなイベント来場者数

資料1-1

2019年と2022年の比較

2019年 2022年 比率

1日当たり
来場者数

260.8人 156.6人 60.0%

2020年と2022年の比較

2020年 2022年 比率

1日当たり
来場者数

124.8
人

111.3
人

89.1%

2022.11.25

阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト

阿寒カムイルミナ 川湯の森ナイトミュージアム
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阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト
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阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト



釧路湿原･阿寒摩周･知床の「雄大な自然」と「地域の風土や歴史」を感じながら歩く旅
（ひがし北海道３空港をつなぐトレイルネットワーク構想の推進）

【これまでの取り組み】

・阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト「ステップアッププログラム2025」の重点施策にトレイルネットワーク構想を位置づけ、
摩周屈斜路トレイル、屈斜路外輪山トレイル、裏摩周神の子池トレイル等をネットワークで繋ぎ、
３空港（釧路空港、女満別空港、中標津空港）を結ぶトレイルネットワーク構想として推進。

【３つの国立公園とまちを繋ぐロングトレイルの実現に向けて】
３７０Kmロングトレイルへの挑戦！（１３市町村連携）～長距離自然歩道（計画）の活用

①満喫プロジェクトによる３空港を結ぶのトレイルネットワークの取組みを、釧路湿原国立公園、阿寒摩周国
立公園、知床国立公園を繋ぐロングトレイルに！ （長く1本に繋げることで誘客／ツアー化の推進）
②３国立公園とまちを結び、300Kmを超える長く1本に繋げたロングルートを検討。（広域ブランディング）
③北海道自然歩道（長距離自然歩道）整備を含めた取り組みに拡大。 （地域の取り組みをサポート）
④北海道らしい５つの特色あるエリア（日本一の釧路湿原エリア、酪農エリア、日本一のカルデラエリア、畑
作エリア、知床世界遺産エリア）を歩きながら、自然環境の厳しい北海道に移り住み、開拓してきた人々の
暮らしと風土を感じ、今なお残る大自然の神秘にロマンを感じながら歩くロングトレイルとして推進。

世界水準のロングトレイル形成を目指す

◆2019年7月～2020年2月
トレイルネットワーク構想（案）及びトレ
イル標識整備及び維持管理に関するガイド
ライン（案）策定。
◆2020年7月～2020年12月
トレイル標識に関する統一デザイン（案） 検討。
◆2021年2月

阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト地域協議
会にて、「阿寒摩周国立公園トレイルネッワーク
構想」を推進することを決定。

（同年同月）
阿寒摩周国立公園トレイル
標識整備及び維持管理に関
するガイドライン策定。

◆2021年11月～2022年3月
トレイルネットワーク推進のための課題
整理及び、管理運営体制構築に向けた方向
性を検討。

目 標 ： 2024年【夏】「（仮称）Japan Frontier Trail」全線開通！

【当面の課題】
１．地域の理解促進。（気運醸成）
２．トレイルルート全体の情報発信拠点及び管理
運営体制構築。

３．長く歩く旅として楽しめる１本に繋がった
ロングトレイル（300km超）づくりの推進。

４．ロングトレイルとしてブランディングの推進。
５．歩くことを目的とする人々の誘客推進。

【主な取り組み】
・8～9月ロングトレイル想定ルートの全線調査（徒歩、車）
・関係自治体等（13市町村他）への個別ヒアリング実施･･･11/1～11/10、12/9
・トレイル関係者等との交流会開催･･･第1回 11/2、第2回 1/17
・トレイル勉強会（説明会＆ワークショップ）開催～３公園毎に実施･･･12/8、12/12、1/18
・シンポジウム開催（釧路）･･･2/4（土）
・トレイル憲章（案）、トレイル名称（案）、ロゴマーク（案）、運営体制（案）検討
・トレイルルート上の基礎情報調査～トレイル「DATA BOOK」データベース作成
・プロモーション素材撮りだめ（写真・動画）

【2024（令和6）年度】（目標）

・トレイル全線の運営体制整備･･･トレイルセンター開設に向けた準備（運営組織候補：摩周湖観光協会（DMO））
・関係自治体等を含めた推進会議立ち上げ・ロングトレイル先進地視察（信越トレイル／みちのく潮風トレイル等）
・トレイル憲章、トレイル名称、ロゴマーク、トレイルルートの確定
・ルート情報整理 ・道標整備 ・トレイルMAP他広告媒体作成 ・トレイルルート整備に関するガイドライン策定
・管理運営体制、運営計画策定・地域住民への理解促進（住民説明）・ATWS／旅行会社等への情報発信（プロモーション）

【2023（令和5）年度】（計画）

【2019（令和元）年度～】

2022.11.25
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釧路湿原･阿寒摩周･知床の「雄大な自然」と「地域の風土や歴史」を感じながら歩く旅
（ひがし北海道３空港をつなぐトレイルネットワーク構想の推進）
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限りなくサステナブルに移動する
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阿寒摩周国立公園ゼロカーボンパーク
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阿寒摩周国立公園ゼロカーボンパーク
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釧路湿原国立公園ゼロカーボンパーク
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釧路湿原国立公園ゼロカーボンパーク



オホーツク流氷トラスト運動
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アイスアルジーの存在

(流氷に付着した藻類)



オホーツク流氷トラスト運動
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食ロス

公共交通手段利用

ライフスタイル



流氷をなくさないために
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流氷をなくさないために
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流氷ガラス館
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流氷をなくさないために
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新型コロナウイルス感染症収束後の北海道旅行・観光意識調査：国内（2021/10/11～2021/10/27） （一社）ひがし北海道自然美への道DMO 68

今後の北海道旅行で最も行きたい所（複数回答） 2/2

鮮
ウ
ス

風
景

国内調査

網走流氷クルーズは全道No1
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流氷をなくさないために
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流氷をなくさないために
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流氷をなくさないために



鶴居
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鶴居村
２０２２地域づくり観光庁長官賞
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鶴居村
２０２２地域づくり観光庁長官賞
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鶴居村
２０２２地域づくり観光庁長官賞
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鶴居村
２０２２地域づくり観光庁長官賞
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鹿追町然別湖新しい交通受け入れ態勢
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鹿追町然別湖新しい交通受け入れ態勢
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斜里町 sustainable week
知床/新しい交通受け入れ態勢
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斜里町 sustainable week
知床/新しい交通受け入れ態勢
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斜里町 sustainable week
知床/総合受け入れ態勢
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斜里町 sustainable week
知床/総合受け入れ態勢



SHIRETOKO! SUSTAINABLE 

海と、森と、人。

海・川・森の生命のサイクルが

もたらす豊かな恵みの地、

北海道・知床

82

別途資料へ



[斜里ウトロ] ヒグマの市街地侵入や人慣れを防げ！「クマ活」

[阿寒湖] コロナ収束を願う「阿寒湖 カムイへの祈り〜カムイコオリパク」

[大空] 「メルヘンの丘。ここはソーシャル・ディスタンスの風景の象徴」

[大空] 芝桜 来年こそ見てほしい

[鶴居] 「ファームランド・鶴居村」

コロナ禍でひがし北海道DMOとしてできたこと
SHIRETOKO! SUSTAINABLE 



ひがし北海道サステナブル

84

どこにでもある風景
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北海道どこにでもある風景

２０２２年顧客ニーズに基づく
商品化への挑戦

大事にしたい風景
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こんな旅がしてみたかったといえる
北海道らしい風景のなかをゆくレンタカー気分の案内プラン新登場

まずは地元ドライバーがとっておき秘密のスポットへもご案内
さらに

ご自身のお気に入りスポットではゆっくり走る…など
夢のようなTHE・北海道のショートトリップ
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女満別ハイヤー利用 ※網走発は網走ハイヤー

網走監獄・流氷館他

網走どこバス

女満別
空港

■美幌峠と
メルヘンの丘周辺空港連絡バス利用

片道1,000円

■網走感動の径 Rimo
と メルヘンの丘周辺

■空港周辺

人気No1メルヘンの丘
さらに地元ドライバーならではの

とっておきスポットや
お気に入りポイントへ

・メルヘンの丘
・オーヴェールの丘周辺

網走から空港迄移動を兼ねながら60分

60分

メルヘンの丘など空港周辺から
美幌峠往復も加え120分

※眼下にみえる日本最大の
カルデラ湖「屈斜路湖」は絶景！

※オホーツク海や知床連山、
濤沸湖を一望できるビューポイ
ント。広大な田園の中にある
「感動の径」は四季折々の色が
美しい！！

空港連絡バス利用
片道９２０円

街歩きのような2次交通

北
見

網走

《レンタカーなしでも行ける北海道らしい風景》
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北海道どこにでもある風景

90

網走感動の径 25年から考える北海道風景の持続性
～インサイド・アウトサイド・マネジメント～
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北海道どこにでもある風景

《網走感動の径》
・１旅行会社のN氏が道東逍遥の末、この風景に感動
・１９９３年任意で命名 自社商品企画に使用
・バス中演出好評(天候にあわせたBGM/時速30㌔)
・「その日のあなたにとっての感動風景=そこが感動の径」
＝「どの道が、、というわけではなく、面である…」コンセプト
・他社商品でも一躍人気。年間50万人通過の集客に
・98年市も個人客からの問い合わせが多いので看板設置
・網走市としてオホーツク知床が見渡せ広大なパッチワ ー
クが広がる新しい観光資源として展開
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網走感動の径周辺での観光展開

2001年より網走市観光協会が
感動の径ウオーク実施

一方でオーバーツーリズムの気配 レンタカー客による侵入トラブル



網走感動の径周辺における

農村の彩り香りワンランクアップ事業(網走支庁農業振興部)
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その一方で現振興局が農政として 農村景観整備事業を開始

２００２年
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感動の径周辺における
農村の彩り香りワンランクアップ事業(網走支庁農業振興部)



美しい景観➡これも25年経ってみて言えること
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感動の径周辺における
農村の彩り香りワンランクアップ事業(網走支庁農業振興部)

観光の力による
サステナビリティ



観光の原点を考える

お互いの光は異なる

接点は感動の琴線へ、

共有はお互いの感光の始まり

そして観光へ

ビジターにとって
の光

(大事にしているもの）

ホストにとって
の光

(大事にしているもの）

地元側に立てば、日常の当たり前が観光の『光』

これでわかる着地型観光 地域が主役のツーリズム
野竹鉄蔵 尾家建生共著 学芸出版社2008



観光の原点を考える

• ふれあい 体験などで光(心)のキャッチボールし、お互
いの光を創る

• その接点が感動であり、共通の光が観光

⇒何かのきっかけで共有⇒感動の瞬間=経験価値

双方の光に接点 一部光の共有化

これでわかる着地型観光 地域が主役のツーリズム
野竹鉄蔵 尾家建生共著 学芸出版社2008
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地域・産業・風景と来訪者と経済効果
それらの持続性について改めて考える

ＪくぉＤＪくぃおＷＤＫＱＷＰ

ブランディング ⇔ サステナビリティ
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本当はまだまだ山ほどある
サステナブルなひがし北海道各地事例

➢ 今回は自治体による政策、施策と連動した素材からの一例

➢ キーワード掲載していたアイヌ文化の掘り下げも不徹底

➢ 各地自然に寄り添う各種コンテンツ整備も全てご紹介できず

➢ 各地どことも進めている移住促進など関係人口獲得に向けた
各動き、コミュニティ創出など、サステナブルな動きはあるかと

まだまだご紹介できなかったことの方が山ほどあります
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このシンポジウムのテーマ

➢サステナブル Sustainable 持続可能な

➢サステナビリティ Sustainability 持続可能性

➢当シンポ = 《持続可能な》様々な模索

コロナ明けの今、重要なこのテーマに基づき

ひがし北海道各地のサステナブルな動きを共有し

域内での役割分担、連携を模索することで

《観光における》

市場発信への優位性地域内での体制化との循環を模索

DMOとしてのマーケティング・マネジメント戦略から地域経済への可能性
101

概念のお勉強会ではない!



地域づくりと着地型商品化
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観
光
地
域
づ
く
り

着
地
型
商
品
化

コンテンツ整備

模索・実証

コンテンツ整備

コンテンツ整備

コンテンツ整備

模索・実証

模索・実証

模索・実証

市場発信

来訪

プロモーション

販売

経済効果

ひ
が
し
北
海
道
自
然
美
へ
の
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ

⁇⁇⁇

OUT SIDEIN SIDE

×サステナブル ×サステナブル
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可視化商品化

来訪/RESPECT/交歓

共有共感

マーケティング

興味/関心/選択

各地で進める

コア素材/STORY

今回のシンポジウムとDMO マネジメント体制

ひがし北海道DMO

×サステナブル

×サステナブル

高付加価値化への挑戦
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可視化商品化

来訪/RESPECT/交歓

共有共感

マーケティング

興味/関心/選択

各地で進める

コア素材/STORY

今回のシンポジウムとDMO マネジメント体制

ひがし北海道DMO

×サステナブル

×サステナブル

高付加価値化への挑戦

《ＤＸでも人》
CRM

マネジメント

《共感》《共鳴》
マーケティング

《可視化》
商品化経済価値



ひがし北海道自然美への道DMO

ご清聴ありがとうございました


